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震災後１年を経てみえてきた課題
━復興に向けて求められる対応

特 集

大震災から１年を迎えた被災地において、復興を通じて
街や産業が被災前よりも活性化し、働く人が安心できる
雇用を生み出すには、何が必要なのか。３月19日にＪ
ＩＬＰＴが開催した労働政策フォーラムでは、被災地の
雇用情勢を明らかにするとともに、これからの復興の取
り組みがどうあるべきかについて、労働行政、地方行政、
研究者の視点から報告・議論がなされた。

東日本大震災から１年強。1000 年に１度の規模といわれる巨大地震は、被災地域の産業や労働
者に大きな打撃を与えた。国や自治体、労使などが被災地域の雇用維持・創出のためにさまざま
な施策を講じてはいるものの、被災地域が受けたダメージは大きく、地域経済や産業の再生はい
まだ道半ばで、雇用情勢も厳しい状況にある。特集では、労働政策フォーラムで報告された被災
地域の現状と直面する課題をめぐる議論のほか、有識者からの復興に向けた提言、被災地支援に
関する意識を尋ねたＪＩＬＰＴの勤労者生活調査結果、宮城県の現地取材などを通じて、被災地に求
められる対応を考える。

「労働政策フォーラム」 震災から1年、
被災地域の復興と労働政策を考える
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現
在
の
雇
用
情
勢

　

私
か
ら
は
、
政
府
が
行
っ
て
お
り
ま
す
雇

用
対
策
の
概
況
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
被
災

地
域
の
現
状
把
握
の
状
況
を
お
話
し
ま
す
。

初
め
に
、
図
表
１
の
「
現
在
の
雇
用
情
勢
」

を
み
て
い
き
ま
す
。
完
全
失
業
率
と
有
効
求

人
倍
率
を
グ
ラ
フ
に
し
て
あ
り
ま
す
。
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
求
人
倍
率
は
回
復

期
に
入
り
上
昇
を
続
け
る
一
方
、
完
全
失
業

率
は
低
下
を
続
け
て
い
ま
す
。
求
人
倍
率
が

二
三
年
の
二
月
、
三
月
ご
ろ
少
し
横
ば
い
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
を
東
日
本

大
震
災
の
影
響
と
み
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後

ま
た
再
び
、
順
調
に
回
復
し
て
き
て
い
る
と

い
う
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

津
波
に
よ
る
臨
海
部
の
産
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の

臨
海
部
の
市
町
村
で
震
災
前
に
働
い
て
い
た

方
が
約
八
四
万
人
、
事
業
所
数
で
は
八
万
八

○
○
○
所
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
三
県
の
臨
海

部
の
産
業
別
就
業
者
割
合
は
、
岩
手
県
で
は

農
業
や
漁
業
が
盛
ん
で
、宮
城
県
で
は
卸
売
・

小
売
業
で
働
い
て
い
る
方
が
多
く
、
福
島
県

で
は
製
造
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
状
況
で
す
。

被
災
三
県
の
求
人
・
求
職
状
況

　

図
表
２
は
、「
震
災
に
よ
る
雇
用
の
状
況

（
月
次
）」
と
い
う
表
で
す
。
過
去
一
年
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
、
求
職
あ
る
い

は
就
職
の
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
左
上
が
有
効
求
人
数
で
す
。
震
災

で
三
月
に
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

ず
っ
と
増
加
を
続
け
、
一
月
に
は
一
一
万
一

○
○
○
件
ほ
ど
の
求
人
を
有
効
求
人
と
し
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ち
ょ
う
だ
い
し
て
い
ま
す
。

新
規
求
人
も
ず
っ
と
増
加
を
続
け
て
い
ま
し

て
、
一
月
に
は
四
万
五
○
○
○
件
を
ち
ょ
う

だ
い
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
求
職
者
で
す
が
、

四
月
に
新
規
求
職
者
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
ほ
ぼ
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、

一
月
に
は
三
万
人
を
切
り
ま
し
た
。
有
効
求

職
者
は
一
月
に
一
四
万
三
○
八
二
人
と
、
前

月
よ
り
少
し
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
非
常
に
高
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
図
表
２
の
右
上
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
経
由
で
就
職
し
た
方
の
就
職
件
数
で
す
。

ほ
ぼ
毎
月
一
万
を
超
え
る
方
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
経
由
で
就
職
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
二

月
、
今
年
一
月
で
み
る
と
、
前
年
よ
り
も
三

割
弱
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保

険
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
一
番
下
の
受

給
者
実
人
員
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
れ
ま
で
被

災
地
で
は
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
を
二
回
ほ

ど
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
一

月
の
段
階
で
、
延
長
給
付
も
含
め
て
雇
用
保

険
を
受
給
し
て
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
が

六
万
二
五
二
八
人
で
、前
年
比
一
○
三
・
八
％

の
ほ
ぼ
倍
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
表
３
で
は
男
女
別
に
求
職
者
あ
る
い
は

基調報告

被
災
地
域
の
現
状
と
雇
用
政
策

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
雇
用
政
策
課
長　

藤
澤
　
勝
博

図表１　現在の雇用情勢　一部に持ち直しの動きが見られるものの、依然として厳しい状況にある

(注）�平成23年3月～8月の完全失業率、完全失業者数は岩手県、宮城県及び福島県を除いた結果であり、また、9月以降は一部
調査区を除いた全国の調査結果であるため、単純比較はできない。

資料出所：総務省「労働力調査」、厚生労働省「職業安定業務統計」
　　　　　※シャドー部分は景気後退期、直近の景気の谷は暫定的に設定。
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○
有
効
求
人
数

岩手県 15,319 16,394 18,631 19,709 21,769 21,555 21,974 23,456 24,357 26,041 27,068 

宮城県 25,983 28,994 33,951 38,104 41,898 44,788 46,030 46,144 49,050 49,907 50,681 

福島県 20,578 23,351 24,868 28,781 29,765 30,282 31,020 31,306 32,536 34,443 33,619 

３県計 61,880 68,739 77,450 86,594 93,432 96,625 99,024 100,906 105,943 110,391 111,368

○就職件数

岩手県
3,326 3,580 4,127 4,716 3,957 3,644 4,130 3,836 3,560 3,124 2,956 

宮城県
2,461 3,378 4,580 5,288 5,051 4,984 5,038 4,793 4,366 3,851 3,816 

福島県
3,028 3,445 4,245 4,761 4,196 4,387 4,450 4,232 3,938 3,806 3,316 

３県計 8,815 10,403 12,952 14,765 13,204 13,015 13,618 12,861 11,864 10,781 10,088 

前年比 ▲ 40.7 ▲ 19.5 24.3 25.0 19.6 26.9 15.6 15.0 11.9 27.0 27.3

前月比 ▲ 8.0 11.1 12.7 11.8 7.9 3.4 2.5 1.9 5.0 4.2 0.9

○
新
規
求

岩手県 5,966 8,086 9,744 9,132 9,543 9,537 9,526 10,351 10,550 10,847 11,558 

宮城県 9,368 15,050 15,931 17,119 18,337 18,073 18,300 18,187 18,525 19,617 20,436 

福島県 7,268 11,616 11,048 13,079 12,470 12,227 12,822 12,795 13,943 13,401 13,758 

○雇用創出
基金事業

（就職件数）
（2月24日現在）

岩手県 6,670

宮城県 9,594

福島県 13,274

３県計 29,538

岩手県
1 583 10 527 4 151 2 088 1 515 1 399 1 305 1 502 1 268 1 087 1 463人

数
３県計 22,602 34,752 36,723 39,330 40,350 39,837 40,648 41,333 43,018 43,865 45,752 

前月比 ▲ 23.1 53.8 5.7 7.1 2.6 ▲ 1.3 2.0 1.7 4.1 2.0 4.3

○
有
効

岩手県 33,645 38,994 39,838 40,098 38,795 37,773 37,415 37,218 37,444 37,685 36,232 

宮城県 53,551 63,348 69,008 70,165 67,028 64,658 63,275 63,125 63,058 63,148 61,541 

○雇用保険 受
給資格決定件

数

1,583 10,527 4,151 2,088 1,515 1,399 1,305 1,502 1,268 1,087 1,463
宮城県

2,271 19,229 14,134 4,901 2,928 2,715 2,627 3,373 2,239 1,827 2,422 
福島県

2,708 14,188 8,039 3,560 2,571 2,313 2,136 2,203 1,826 1,520 1,923 
３県計 6,562 43,944 26,324 10,549 7,014 6,427 6,068 7,078 5,333 4,434 5,808 

前年比 ▲ 11.4 213.1 215.1 49.7 2.6 2.7 ▲ 4.4 ▲ 2.4 ▲ 14.5 ▲ 14.1 ▲ 15.8

6 872 12 102 14 947 15 752 14 208 12 865 10 783 9 846 8 888 8 015 7 595効
求
職
者
数

福島県 41,956 46,316 48,666 49,747 47,849 47,050 46,209 46,272 46,392 46,686 45,309 

３県計 129,152 148,658 157,512 160,010 153,672 149,481 146,899 146,615 146,894 147,519 143,082

前月比 ▲ 2.9 15.1 6.0 1.6 ▲ 4.0 ▲ 2.7 ▲ 1.7 ▲ 0.2 0.2 0.4 ▲ 3.0

○

岩手県 8,119 13,079 10,246 9,794 9,444 9,129 8,969 8,723 8,718 8,767 8,173 

○雇用保険受
給者

実人員

下の段は個別
延長給付

等※を含む数値

岩手県
6,872 12,102 14,947 15,752 14,208 12,865 10,783 9,846 8,888 8,015 7,595

7,361 12,780 15,617 16,536 15,477 14,688 12,723 12,165 11,757 11,227 11,517

宮城県
10,673 19,845 31,637 35,410 31,649 28,903 24,193 21,874 19,352 17,082 15,337

11,883 21,213 32,948 37,249 34,777 34,216 30,083 29,287 28,526 27,568 23,002

福島県
9,811 18,056 23,753 25,816 23,862 22,609 19,965 18,128 15,744 13,838 12,233

○
新
規
求
職
者
数

宮城県 10,574 21,169 18,919 14,857 13,585 13,453 12,616 12,818 12,671 12,302 11,601 

福島県 9,395 14,699 13,893 12,429 11,525 11,518 10,654 11,024 10,911 10,606 9,656 

３県計 28,088 48,947 43,058 37,080 34,554 34,100 32,239 32,565 32,300 31,675 29,430 

前月比 ▲ 20.0 74.3 ▲ 12.0 ▲ 13.9 ▲ 6.8 ▲ 1.3 ▲ 5.5 1.0 ▲ 0.8 ▲ 1.9 ▲ 7.1

等※を含む数値

（※）個別延長
給付、特例延
長給付、広域
延長給付

10,687 19,058 24,672 27,394 26,812 26,808 24,840 24,914 23,949 22,997 23,002

３県計
27,356 50,003 70,337 76,978 69,719 64,377 54,941 49,848 43,984 38,935 35,165

29,931 53,051 73,237 81,179 77,066 75,712 67,646 66,366 64,232 61,792 62,528

前年比
▲24.0 41.6 110.2 108.3 93.9 81.0 63.6 59.7 48.0 34.3 25.9

▲26.2 34.9 100.3 101.9 97.1 94.4 83.9 93.9 97.1 94.8 103.8

注） 上記数値は全て被災３県（岩手県、宮城県、福島県）の合計。
数値の斜字体は季節調整値。 雇用保険の数値は自発的失業や定年退職、その他特例対象分も含む。

参考） ○雇用保険離職票等交付件数 被災３県計 23万654件（3月12日～2月19日）（前年比1.4倍）
○雇用創出基金事業による計画状況 被災３県計 32,000人

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

3月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

○
有

岩
手
県

男 17,286 20,970 21,325 20,358 18,081 16,597 15,969 15,435 14,692 14,032 14,579 
前年比 ▲ 14.4 ▲ 1.4 4.3 4.1 0.4 ▲ 4.2 ▲ 5.6 ▲ 4.8 ▲ 4.8 ▲ 2.0 ▲ 2.3

女 18,694 24,293 24,601 23,829 21,699 20,480 19,951 19,616 18,964 17,793 17,938 
前年比 ▲ 8.4 17.2 26.0 29.0 26.1 23.6 19.3 18.8 18.1 18.6 13.1

宮
城
県

男 26,672 34,178 36,551 36,303 33,199 30,933 29,219 28,615 27,350 25,566 25,583 
前年比 ▲ 14.3 4.7 15.0 15.8 9.7 5.3 2.0 2.4 1.4 2.2 0.6

女 26 848 35 603 39 387 40 570 37 169 34 888 33 644 33 241 31 913 29 627 29 753

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

岩
手
県

男 786 4,151 1,716 898 691 609 581 650 561 498 728

前年比 ▲ 12.8 118.6 85.3 0.3 ▲ 17.1 ▲ 12.5 ▲ 12.2 ▲ 14.2 ▲ 10.5 ▲ 21.0 ▲ 5.0

女 797 6,376 2,435 1,190 824 790 724 852 707 589 735

前年比 ▲ 4.3 219.1 123.8 38.7 1.1 6.3 ▲ 7.1 ▲ 8.9 ▲ 9.7 ▲ 8.7 ▲ 10.0

男 1,120 9,086 5,611 1,949 1,326 1,192 1,166 1,651 977 827 1,128
有
効
求
職
者
数

県 女 26,848 35,603 39,387 40,570 37,169 34,888 33,644 33,241 31,913 29,627 29,753
前年比 ▲ 13.6 11.3 26.7 32.4 26.7 23.6 19.3 17.7 15.7 18.9 17.9

福
島
県

男 21,167 24,683 25,214 25,384 23,219 22,253 21,125 20,880 20,462 19,620 19,668 
前年比 ▲ 17.9 ▲ 8.6 ▲ 3.3 1.1 ▲ 2.1 ▲ 2.0 ▲ 4.8 ▲ 3.4 ▲ 2.3 0.5 ▲ 0.1

女 22,149 27,065 28,304 28,276 26,024 25,084 24,153 23,836 23,049 21,868 21,840 
前年比 ▲ 12.3 3.5 14.1 17.6 14.7 11.9 8.9 9.3 8.4 9.9 8.5

3
県

男 65,125 79,831 83,090 82,045 74,499 69,783 66,313 64,930 62,504 59,218 59,830 
前年比 ▲ 15.5 ▲ 1.4 6.1 7.9 3.5 0.5 ▲ 2.1 ▲ 1.3 ▲ 1.3 0.7 ▲ 0.3

女 67 691 86 961 92 292 92 675 84 892 80 452 77 748 76 693 73 926 69 288 69 531

○雇
用保
険受
給資
格決
定件
数

宮
城
県

前年比 ▲ 24.2 265.3 238.6 33.9 ▲ 5.3 ▲ 3.5 ▲ 9.5 14.9 ▲ 22.3 ▲ 21.1 ▲ 20.8

女 1,151 10,143 8,523 2,952 1,602 1,523 1,461 1,722 1,262 1,000 1,294

前年比 ▲ 27.8 217.4 330.7 82.9 4.6 11.7 ▲ 3.5 4.8 ▲ 12.7 ▲ 5.5 ▲ 12.4

福
島
県

男 1,450 6,315 3,032 1,545 1,153 1,044 955 955 814 715 876

前年比 17.1 220.1 149.8 49.6 6.0 10.2 ▲ 2.2 ▲ 17.4 ▲ 18.6 ▲ 12.6 ▲ 20.3

女 1,258 7,873 5,007 2,015 1,418 1,269 1,181 1,248 1,012 805 1,047
計 女 67,691 86,961 92,292 92,675 84,892 80,452 77,748 76,693 73,926 69,288 69,531

前年比 ▲ 11.8 10.3 22.4 26.7 22.6 19.7 15.9 15.2 13.9 15.8 13.6

○

岩
手
県

男 4,392 8,105 5,258 4,320 3,659 3,762 3,794 3,720 3,390 3,073 3,977 
前年比 ▲ 20.5 28.7 19.1 2.2 ▲ 5.6 ▲ 0.3 ▲ 7.0 ▲ 4.7 ▲ 6.1 ▲ 0.1 ▲ 6.0

女 5,112 10,848 6,093 5,016 4,067 4,522 4,583 4,440 4,105 3,500 4,669 
前年比 ▲ 22.3 68.5 32.9 10.2 3.2 11.8 ▲ 1.9 2.4 0.8 0.0 ▲ 6.0

宮
城

男 5,609 13,627 9,163 6,715 5,794 5,838 5,577 5,893 5,046 4,198 5,630 
前年比 ▲ 28.9 56.3 37.5 ▲ 2.4 ▲ 9.6 ▲ 3.3 ▲ 12.9 ▲ 6.1 ▲ 14.0 ▲ 10.1 ▲ 15.7

前年比 ▲ 7.6 217.1 236.0 69.0 21.1 ▲ 0.4 4.6 ▲ 5.9 ▲ 10.0 ▲ 16.4 ▲ 20.5

3県
計

男 3,356 19,552 10,359 4,392 3,170 2,845 2,702 3,256 2,352 2,040 2,732 

前年比 ▲ 7.2 207.5 172.8 29.8 ▲ 4.6 ▲ 1.1 ▲ 7.7 ▲ 2.8 ▲ 18.4 ▲ 18.3 ▲ 16.9

女 3,206 24,392 15,965 6,157 3,844 3,582 3,366 3,822 2,981 2,394 3,076

前年比 ▲ 15.4 217.7 250.3 68.0 9.3 6.0 ▲ 1.6 ▲ 2.1 ▲ 11.1 ▲ 10.2 ▲ 14.8

3,482 5,663 6,558 6,460 5,682 5,089 4,291 3,810 3,514 3,159 3,085○
新
規
求
職
者
数

城
県 女 5,777 15,584 11,788 8,227 6,269 6,753 6,650 6,736 5,905 4,631 6,735 

前年比 ▲ 34.5 68.0 59.9 12.6 ▲ 2.5 5.6 ▲ 8.6 ▲ 5.9 ▲ 8.5 ▲ 3.3 ▲ 10.1

福
島
県

男 5,077 8,652 6,444 5,911 4,727 4,967 4,773 5,041 4,693 3,978 5,101 
前年比 ▲ 26.6 17.0 17.0 6.9 ▲ 11.1 1.8 ▲ 10.1 ▲ 2.0 ▲ 1.3 ▲ 0.4 ▲ 10.3

女 5,594 10,951 7,959 6,400 5,218 5,782 5,539 5,543 4,982 4,272 5,570 
前年比 ▲ 25.8 39.9 40.7 10.7 1.0 3.9 ▲ 5.4 ▲ 0.9 ▲ 4.5 ▲ 6.2 ▲ 10.8

3
県

男 15,078 30,384 20,865 16,946 14,180 14,567 14,144 14,654 13,129 11,249 14,708 
前年比 ▲ 25.8 35.6 25.8 1.8 ▲ 9.1 ▲ 0.8 ▲ 10.5 ▲ 4.4 ▲ 7.8 ▲ 4.2 ▲ 11.4

○雇
用保
険

岩
手
県

男
3,482

(3,782)
5,663

(6,065)
6,558

(6,951)
6,460

(6,871)
5,682

(6,237)
5,089

(5,825)
4,291

(5,072)
3,810

(4,670)
3,514

(4,527)
3,159

(4,254)
3,085

(4,386)

前年比
▲26.1

(▲26.8)
16.7

(15.6)
38.0

(36.1)
29.4

(29.4)
17.5

(20.8)
10.3

(17.0)
▲0.3
(8.9)

▲1.8
(11.5)

▲3.5
(15.0)

▲7.6
(15.2)

▲8.3
(19.8)

女
3,390

(3,579)
6,439

(6,715)
8,389

(8,666)
9,292

(9,665)
8.526

(9,240)
7,776

(8,863)
6,492

(7,651)
6,036

(7,495)
5,374

(7,230)
4,856

(6,973)
4,510

(7,131)

前年比
▲19.1

(▲20.9)
58.2

(54.4)
103.6

(100.6)
105.0

(102.7)
87.9

(93.1)
79.3

(93.9)
57.6

(75.6)
58.8

(85.3)
48.1

(87.8)
32.2

(79.1)
27.1

(90.0)
5 346 9 846 14 562 15 723 13 901 12 495 10 396 9 424 8 381 7 513 6 832

県
計 女 16,483 37,383 25,840 19,643 15,554 17,057 16,772 16,719 14,992 12,403 16,974 

前年比 ▲ 28.1 58.8 46.7 11.3 0.1 6.6 ▲ 5.8 ▲ 2.2 ▲ 4.8 ▲ 3.4 ▲ 9.2

岩
手
県

男 1,180 1,563 2,016 2,291 2,035 1,766 1,919 1,895 1,652 1,352 1,366 
前年比 ▲ 48.0 ▲ 13.2 38.1 30.2 22.1 24.6 3.6 7.9 5.2 11.6 29.5

女 2,145 2,014 2,108 2,423 1,919 1,871 2,208 1,939 1,907 1,767 1,589 
前年比 ▲ 29.2 ▲ 12.3 24.8 26.7 10.9 16.9 23.1 6.1 16.9 27.7 25.1

宮

男 983 1,583 2,282 2,585 2,475 2,503 2,452 2,343 2,117 1,784 1,835
前年比 ▲ 52 7 ▲ 24 0 43 0 42 0 29 0 31 0 20 6 18 8 13 1 26 6 36 8

険
受給
者実
人員
（）内
は個
別延
長給
付
等※
を含む
数値

宮
城
県

男
5,346

(5,990)
9,846

(10,603)
14,562

(15.296)
15,723

(16,672)
13,901

(15,396)
12,495

(14,810)
10,396

(12,919)
9,424

(12,567)
8,381

(12,188)
7,513

(11,700)
6,832

(11,707)

前年比
▲25.0

(▲26.1)
41.1

(34.3)
132.0

(118.1)
122.3

(111.2)
103.9

(103.9)
83.2

(95.2)
59.2

(77.8)
54.6

(84.9)
44.6

(88.7)
30.7

(83.0)
23.1

(88.5)

女
5,327

(5,893)
9,999

(10,610)
17,075

(17,652)
19,687

(20,577)
17,748

(19,381)
16,408

(19,406)
13,797

(17,164)
12,450

(16,720)
10,971

(16,338)
9,569

(15,868)
8,505

(16,302)

前年比
▲22.0

(▲24.2)
51.0

(41.8)
158.4

(144.1)
161.5

(150.9)
142.5

(142.2)
117.0

(131.8)
94.4

(117.6)
89.1

(129.9)
75.1

(135.6)
59.5

(139.3)
49.7

(157.2)
4 921 8 904 10 796 11 396 10 380 9 687 8 634 7 807 6 816 6 138 5 499

○
就
職
件
数

宮
城
県

前年比 ▲ 52.7 ▲ 24.0 43.0 42.0 29.0 31.0 20.6 18.8 13.1 26.6 36.8
女 1,475 1,792 2,289 2,693 2,566 2,470 2,576 2,445 2,242 2,063 1,973 

前年比 ▲ 50.3 ▲ 26.0 11.5 15.6 17.0 23.8 13.6 14.4 3.9 19.2 20.2

福
島
県

男 1,197 1,566 1,916 2,252 2,113 2,170 2,086 2,056 1,940 1,847 1,572 
前年比 ▲ 34.1 ▲ 15.6 13.9 12.5 23.6 40.4 18.8 26.5 20.9 50.5 34.0

女 1,819 1,871 2,323 2,491 2,068 2,207 2,353 2,166 1,992 1,953 1,742 
前年比 ▲ 31.7 ▲ 22.3 22.5 28.1 15.8 26.6 15.2 18.2 14.9 30.2 22.6

3

男 3,360 4,712 6,214 7,128 6,623 6,439 6,457 6,294 5,709 4,983 4,773 

▲ ▲

数値

（※）
個別
延長
給付、
特例
延長
給付、
広域
延長
給付

福
島
県

男
4,921

(5,343)
8,904

(9,417)
10,796

(11,269)
11,396

(12,135)
10,380

(11,659)
9,687

(11,355)
8,634

(10,582)
7,807

(10,432)
6,816

(9,916)
6,138

(9,672)
5,499

(9,643)

前年比
▲26.8

(▲30.6)
37.1

(28.6)
85.9

(75.6)
82.5

(77.0)
73.7

(77.9)
65.4

(76.1)
56.5

(74.1)
50.6

(81.8)
37.4

(81.1)
28.4

(84.5)
19.1

(90.6)

女
4,890

(5,344)
9,152

(9,641)
12,957

(13,403)
14,420

(15,259)
13,482

(15,153)
12,922

(15,453)
11,331

(14,258)
10,321

(14,482)
8,928

(14,033)
7,700

(13,325)
6,734

(13,359)

前年比
▲23.6

(▲26.9)
45.3

(37.0)
119.9

(107.0)
119.0

(112.3)
108.6

(114.9)
102.6

(121.0)
88.4

(117.9)
81.7

(134.2)
64.3

(136.3)
43.2

(127.4)
30.1

(136.2)
13 749 24 413 31 916 33 579 29 963 27 271 23 321 21 041 18 711 16 810 15 416

3注） 上記数値は全て被災３県（岩手県、宮城県、福島県）の合計。全て原数値である。

雇用保険の数値は自発的失業や定年退職、その他特例対象分も含む。

3
県
計

前年比 ▲ 45.5 ▲ 17.9 31.2 27.7 25.1 32.1 14.4 17.6 13.1 29.5 33.7
女 5,439 5,677 6,720 7,607 6,553 6,548 7,137 6,550 6,141 5,783 5,304 

前年比 ▲ 37.2 ▲ 20.3 19.2 23.0 14.8 22.7 17.0 13.0 11.2 25.3 22.4

給付

3県
計

男
13,749

(15,115)
24,413

(26,085)
31,916

(33,516)
33,579

(35,678)
29,963

(33,292)
27,271

(31,990)
23,321

(28,573)
21,041

(27,669)
18,711

(26,631)
16,810

(25,626)
15,416

(25,736)

前年比
▲25.9

(▲27.9)
33.2

(27.5)
89.6

(80.8)
83.4

(77.9)
70.0

(72.8)
57.7

(68.3)
42.7

(58.7)
38.8

(65.5)
30.0

(67.8)
20.5

(67.2)
13.9

(72.4)

女
13,607

(14,816)
25,590

(26,966)
38,421

(39,721)
43,399

(45,501)
39,756

(43,774)
37,106

(43,722)
31,620

(39,073)
28,807

(38,697)
25,273

(37,601)
22,125

(36,166)
19,749

(36,792)

前年比
▲21.9

(▲24.4)
50.6

(42.9)
131.1

(120.4)
132.8

(125.7)
117.0

(120.7)
103.1

(119.3)
83.5

(108.0)
79.3

(121.1)
64.9

(124.8)
47.0

(120.7)
37.1

(133.6)

図表２　震災による雇用の状況（月次）
平成24年3月2日　厚生労働省（人、件、％）

図表３　震災による雇用の状況（月次）
平成24年3月2日　厚生労働省（人、件、％）
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就
職
件
数
な
ど
に
つ
い
て
表
に
し
て
あ
り
ま

す
。
左
上
の
有
効
求
職
者
数
の
一
月
の
と
こ

ろ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
三

県
あ
わ
せ
て
男
性
が
五
万
九
八
三
○
人
、
女

性
が
六
万
九
五
三
一
人
で
す
。
前
年
比
で
み

ま
す
と
、
男
性
が
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
に
対
し

て
女
性
が
一
三
・
六
で
、
女
性
の
求
職
者
の

方
の
ほ
う
が
多
く
、
伸
び
率
で
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

復
旧
関
係
の
求
人
が
増
加

　

図
表
４
と
図
表
５
で
は
、
三
県
の
産
業
別

新
規
求
人
数
を
昨
年
五
月
と
今
年
一
月
で
比

較
し
て
い
ま
す
。
図
表
４
の
五
月
の
段
階
で

は
、
求
人
は
増
加
し
て
お
り
、
増
え
て
い
る

と
こ
ろ
は
建
設
業
あ
る
い
は
、
公
務
、
そ
の

他
な
ど
で
す
。
い
わ
ゆ
る
復
旧
関
係
の
求
人

や
、
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
求
人
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
い
た
だ
い
て
、
求
人
が
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。
図
表
５
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
と
、
今
年
一
月
に
お
い
て
も
、
建
設
業

は
引
き
続
き
増
加
を
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外

の
産
業
で
も
求
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

求
職
理
由
別
新
規
求
職
者
数
に
つ
い
て
は
、

離
職
者
の
う
ち
事
業
主
都
合
、
い
わ
ゆ
る
倒

産
や
解
雇
に
よ
り
離
職
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
が
三
県
と
も
非
常
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
る
と
マ
イ
ナ

ス
に
転
じ
、
事
業
主
都
合
で
離
職
し
た
方
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
以
上
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
お
け
る
求
人
・
求
職
状
況
の
概
略
で
す
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

続
い
て
、三
県
の
求
人
・
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
岩
手

県
の
釜
石
、
宮
古
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
管
内
に

お
い
て
は
、
生
産
工
程
・
労
務
の
職
業
に
は
、

男
性
の
求
職
者
が
非
常
に
多
い
も
の
の
、
求

人
は
半
分
程
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
食
料
品
製

造
の
職
業
で
は
、
女
性
の
求
職
者
が
非
常
に

多
い
半
面
、
求
人
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宮
城
県
の
石
巻
や
気
仙
沼
管
内
に
お
い
て

も
、
食
料
品
製
造
の
職
業
に
お
い
て
、
求
人

よ
り
も
求
職
者
が
多
く
、
特
に
女
性
の
求
職

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
建
設
と

土
木
の
職
業
で
は
、
求
人
が
多
く
、
求
職
者

は
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

福
島
県
の
平
と
相
双
管
内
に
お
い
て
も
、

同
じ
よ
う
に
建
設
と
土
木
の
職
業
で
は
求
人

が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
就
職
件

数
は
増
加
し
て
い
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

正
社
員
と
そ
れ
以
外
で
み
ま
す
と
、
そ
れ
以

外
の
方
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
正
社
員

の
就
職
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
二

年
と
二
三
年
を
比
較
し
ま
す
と
、
二
三
年
の

ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
が
、
震

災
に
よ
る
雇
用
状
況
の
概
況
で
す
。

震
災
に
対
す
る
雇
用
対
策
の
経
緯

　

次
に
、
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
雇
用
対

策
の
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
昨
年

三
月
、
被
災
者
等
就
労
支
援
・
雇
用
創
出
推

全国計 岩手県 宮城県 福島県

23年5月 22年5月 前年比 23年5月 22年5月 前年比 23年5月 22年5月 前年比 23年5月 22年5月 前年比

産 業 計 584 345 497 959 17 3 8 512 5 983 42 3 14 088 8 901 58 3 10 433 7 847 33 0産 業 計 584,345 497,959 17.3 8,512 5,983 42.3 14,088 8,901 58.3 10,433 7,847 33.0

農 , 林 , 漁 業 5,773 4,673 23.5 179 134 33.6 79 37 113.5 112 90 24.4

建 設 業 45,846 33,734 35.9 1,200 448 167.9 2,267 669 238.9 1,359 640 112.3

製 造 業 59,898 54,729 9.4 965 986 ▲ 2.1 924 946 ▲ 2.3 1,264 1,071 18.0

情 報 通 信 業 20,100 14,764 36.1 47 42 11.9 260 246 5.7 112 93 20.4

運 輸 業 , 郵 便 業 35,301 31,476 12.2 457 369 23.8 1,127 485 132.4 439 496 ▲ 11.5

卸 売 業 ・ 小 売 業 88,365 78,067 13.2 1,186 851 39.4 1,694 1,284 31.9 1,634 1,387 17.8

学術研究,専門・技術サービス業 20,589 16,624 23.9 74 55 34.5 587 329 78.4 270 180 50.0

宿 食 ビ宿 泊 業 , 飲 食 サ ー ビ ス 業 41,215 36,777 12.1 601 508 18.3 926 812 14.0 729 606 20.3

生活関連サービス業,娯楽業 25,256 22,873 10.4 324 252 28.6 601 351 71.2 433 275 57.5

教 育 , 学 習 支 援 業 8,972 8,106 10.7 93 138 ▲ 32.6 253 115 120.0 124 114 8.8

医 療 , 福 祉 115,737 96,394 20.1 1,055 746 41.4 1,809 1,557 16.2 1,558 1,095 42.3

サ ー ビ ス 業 80,659 69,606 15.9 1,027 771 33.2 2,148 1,625 32.2 1,394 1,259 10.7

公 務 、 そ の 他 13,560 10,012 35.4 1,010 262 285.5 942 166 467.5 591 222 166.2

資料出所 ： 厚生労働省「職業安定業務統計」

（注）数値は原数値である。パートタイム含む。主要産業、「農,林,漁業」および「公務、その他」について記載。

全国計 岩手県 宮城県 福島県

24年1月 23年1月 前年比 24年1月 23年1月 前年比 24年1月 23年1月 前年比 24年1月 23年1月 前年比

産 業 計 744,046 661,795 12.4 10,527 6,848 53.7 21,446 11,896 80.3 13,473 9,066 48.6

農 , 林 , 漁 業 4,238 4,020 5.4 132 47 180.9 115 62 85.5 90 44 104.5

建 設 業 56,887 44,627 27.5 1,296 558 132.3 2,544 603 321.9 1,512 773 95.6

製 造 業 72,142 66,879 7.9 1,173 805 45.7 1,671 976 71.2 1,484 1,115 33.1

情 報 通 信 業 23,649 21,769 8.6 150 78 92.3 414 364 13.7 256 57 349.1

運 輸 業 , 郵 便 業 45 294 40 989 10 5 653 395 65 3 1 210 602 101 0 749 483 55 1運 輸 業 , 郵 便 業 45,294 40,989 10.5 653 395 65.3 1,210 602 101.0 749 483 55.1

卸 売 業 ・ 小 売 業 113,605 100,016 13.6 1,681 1,329 26.5 2,502 1,379 81.4 1,938 1,512 28.2

学術研究,専門・技術サービス業 23,670 22,171 6.8 196 122 60.7 1,076 605 77.9 373 147 153.7

宿 泊 業 飲 食 サ ビ ス 業 57 412 50 921 12 7 796 482 65 1 1 664 1 059 57 1 913 602 51 7宿 泊 業 , 飲 食 サ ー ビ ス 業 57,412 50,921 12.7 796 482 65.1 1,664 1,059 57.1 913 602 51.7

生活関連サービス業 ,娯楽業 32,391 27,940 15.9 454 403 12.7 988 300 229.3 534 343 55.7

教 育 , 学 習 支 援 業 12,427 12,150 2.3 215 119 80.7 233 262 ▲ 11.1 252 165 52.7

医 療 , 福 祉 154,675 139,773 10.7 1,405 1,017 38.2 3,388 2,360 43.6 2,003 1,580 26.8

サ ー ビ ス 業 102,557 88,684 15.6 1,430 597 139.5 4,381 2,282 92.0 2,121 1,352 56.9

公 務 、 そ の 他 20,655 18,716 10.4 604 605 ▲ 0.2 661 723 ▲ 8.6 829 546 51.8

（注）数値は原数値である。パートタイム含む。主要産業、「農,林,漁業」および「公務、その他」について記載。

資料出所 ： 厚生労働省「職業安定業務統計」

図表４　岩手県、宮城県、福島県の産業別新規求人数（５月）

図表５　岩手県、宮城県、福島県の産業別新規求人数（１月）
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進
会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
副

大
臣
を
座
長
と
し
、
厚
労
省
だ
け
で
は
な
く

て
、
関
係
す
る
各
省
が
連
携
し
て
雇
用
対
策

に
対
応
す
る
こ
と
で
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
何
度
も
会
議
を
開
催
し
、
対
策
の
取
り

ま
と
め
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

主
な
と
こ
ろ
で
は
、
四
月
五
日
に
当
面
の

緊
急
総
合
対
策
と
し
て
「
日
本
は
ひ
と
つ
」

し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ
１
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
同
月
二
七
日
に
は
、
補

正
予
算
、
法
律
改
正
に
よ
る
施
策
と
し
て

フ
ェ
ー
ズ
２
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
一
○

月
二
五
日
に
は
、
第
三
次
補
正
予
算
に
よ
り

対
応
す
る
フ
ェ
ー
ズ
３
を
取
り
ま
と
め
て
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

震
災
直
後
は
、
企
業
の
方
に
雇
用
調
整
助

成
金
を
活
用
い
た
だ
い
て
雇
用
の
維
持
を
お

願
い
し
、
失
業
さ
れ
た
方
に
は
当
座
の
生
活

の
安
定
と
し
て
、
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
次

補
正
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
つ
な

ぎ
雇
用
と
い
う
こ
と
で
、
雇
用
の
場
を
確
保

す
る
と
い
う
方
向
性
も
加
味
し
、
フ
ェ
ー
ズ

３
で
は
、
本
格
的
な
雇
用
の
場
を
つ
く
る
方

向
に
現
在
少
し
ず
つ
転
換
を
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
狭
い
意
味
の
雇
用
対

策
で
は
な
く
、
復
旧
・
復
興
事
業
や
産
業
政

策
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
再
生
・
復
興
も

含
め
、
政
府
全
体
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
日
本
は
ひ
と
つ
」
し
ご
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

　

図
表
６
は
、
進
捗
状
況
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援
で

は
、
四
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
被
災
三
県
で

一
一
万
人
以
上
の
就
職
支
援
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
雇
用
創
出
基
金
事
業
で
は
、

四
月
か
ら
二
月
ま
で
被
災
三
県
で
三
万
人
近

く
の
雇
用
の
場
を
確
保
し
ま
し
た
。
雇
用
保

険
に
つ
い
て
は
、
休
業
中
や
一
時
離
職
中
で

も
受
給
で
き
る
特
例
を
実
施
し
ま
し
た
。
震

災
に
よ
り
離
職
し
た
方
の
給
付
日
数
を
最
大

一
二
○
日
、
被
災
三
県
の
沿
岸
地
域
で
は
さ

ら
に
九
○
日
延
長
し
ま
し
た
。

　

職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、
建
設
関
係
で
求

人
が
求
職
よ
り
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
介
護
、

情
報
通
信
な
ど
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
に
加
え
、

建
設
機
械
の
運
転
技
能
を
習
得
す
る
特
別
訓

練
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
職
業
訓
練
の
機
動
的

拡
充
・
実
施
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

更
な
る
雇
用
支
援
を

　

最
後
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
雇
用
対

策
の
概
略
で
す
。
第
一
は
産
業
政
策
の
推
進

で
、
地
域
経
済
の
再
生
・
復
興
の
た
め
に
、

産
業
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
雇
用
創
出
を
図

る
も
の
で
す
。
二
点
目
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
就
職
支
援
で
、
雇
用
保
険
の
給
付
の
終
了

さ
れ
る
方
な
ど
を
中
心
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
対
応
し
、
就
職
に
結

び
つ
け
て
い
く
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
三
点

目
が
職
業
訓
練
の
機
動
的
な
拡
充
・
実
施
で

す
。
介
護
や
情
報
通
信
の
訓
練
コ
ー
ス
の
ほ

か
に
、
建
設
関
係
の
運
転
技
能
を
習
得
す
る

特
別
訓
練
コ
ー
ス
も
設
定
し
、
現
在
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
四
点
目
は
、
つ
な
ぎ

雇
用
か
ら
本
格
的
な
安
定
雇
用
で
、
昨
年
の

三
次
補
正
で
被
災
地
雇
用
復
興
総
合
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
強
み
で

あ
る
農
林
水
産
業
、
水
産
加
工
業
あ
る
い
は

医
療
・
福
祉
業
な
ど
へ
の
産
業
支
援
策
と
一

体
と
な
っ
た
雇
用
面
で
の
支
援
を
行
う
事
業

で
す
。
ま
た
、
女
性
の
活
用
な
ど
雇
用
モ
デ

ル
の
創
造
の
た
め
の
事
業
を
現
在
実
施
し
、

雇
用
の
確
保
・
創
出
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

図表６　「⽇本はひとつ」しごとプロジェクトの実績

ハローワークの就職支援 雇用創出基金事業による雇用創出

・活用実績

４月～２月（被災３県）

計画 ３２,０００人

採用 ２９ ５３８人

実績

出張相談の様子（福島労働局） 就職された方からのお礼の手紙

採用 ２９,５３８人

・事業の例

（「がんばろう福島」“絆” づくり応援事業）

仮設住宅に避難している方を雇用 仮設住宅の環境整
神奈川労働局の応援派遣職員
による相談の様子（石巻所）・実績

・４～１月 １２万人以上の就職支援 （被災３県）

・避難所、仮設住宅等への出張相談（被災３県）

実施回数３，９５２回：相談回数１３，２９３件（１２／３１現在）

・全国のハローワーク職員の被災３県への応援派遣

・仮設住宅に避難している方を雇用。仮設住宅の環境整

備（除草作業等）に従事（写真：作業の模様）。

・被災者を雇用した仮設住宅での買い物支援。

→被災者の生活の利便性の向上

→毎日顔を合わせ 復興に向け励まし合うことで

による相談の様子（石巻所）

全国のハロ ワ ク職員の被災３県への応援派遣

延べ１７，０５４人（１／２８現在）

雇用保険による生活の安定 職業訓練の機動的拡充・実施

→毎日顔を合わせ、復興に向け励まし合うことで、
地域のコミュニティの“絆”の深まり

特別訓練コースの実施

・概要と実績

介 護 、 情 報 通 信 等 の 職 業 訓 練 コ ー ス の 他 、 建 設 機 械 の 運 転 技

能を習得する特別訓練コースを設定

特別訓練コ スの実施
（岩手県宮古市）雇用保険給付窓口の様子

（ハローワーク福島）

・概要と実績

・ 休業中や一時離職中も受給できる特例を実施。

・２３年度職業訓練計画数 ２７,００５人分

・４～１２月開講コースの受講者数 １３,１７４人

・特別訓練コースの設定定員 ９５０人分

（岩手・宮城・福島県の訓練計画、実施状況。2月23日現在。）

・ 震災により離職された方の給付日数を最大１２０日、被災３県

の沿岸地域等ではさらに９０日延長。

（受給者実人員（被災３県、個別延長給付等を含む））

６２，５２８人（１月） ８１，１７９人（６月・ピーク時）
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被
災
地
の
現
状

　

私
か
ら
は
、
統
計
デ
ー
タ
の
背
後
に
あ
る

実
態
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
は
想
像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
被
災
直
後
に
現
地
に
行
く
と
、

言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
一
年
が
経

ち
、
被
災
地
の
現
状
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。
沿
岸
部
で
は
復
興
が
あ
ま
り
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
お
金
は
相
当
流
れ
て
い
る
は
ず
な

の
に
、
な
ぜ
復
興
は
進
ま
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

先
日
も
被
災
地
に
足
を
運
び
、
現
地
で
話

を
聞
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
絡
ん

で
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
最
大
の
要
因

は
人
材
不
足
で
す
。
確
か
に
国
の
補
正
予
算

な
ど
で
お
金
は
流
れ
始
め
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
消
化
で
き
る
人
が
い
な
い
の
で
す
。
被
害

の
大
き
か
っ
た
沿
岸
部
は
、
漁
業
と
水
産
加

工
業
が
集
積
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
復

興
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
港
が
使
え

な
い
か
ら
で
す
。
護
岸
工
事
は
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
大
規
模
な
港

の
ブ
ロ
ッ
ク
は
復
旧
し
て
い
ま
す
。
復
旧
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
国
土
交
通
省
の
直
轄
事
業

な
の
で
す
。
逆
に
、
全
然
復
旧
し
て
い
な
い

の
は
、
市
町
村
が
担
当
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
市
町
村
で
復
旧
作
業
が
進
ま
な
い
の
は
、

建
設
関
係
の
専
門
人
材
が
不
足
し
て
い
て
工

事
の
積
算
作
業
が
で
き
な
い
た
め
、
予
算
が

つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
前
に
進
め
ま
せ
ん
。
こ

う
い
う
こ
と
が
、
被
災
地
の
あ
ち
こ
ち
で
起

き
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
の
現
況
を
み
る
と
、
仙
台
は
光

り
輝
い
て
い
ま
す
。
仙
台
の
有
効
求
人
倍
率

を
み
ま
す
と
今
年
の
一
月
で
一
・
一
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
者
の
方
か
ら
話
を
聞

く
と
、
求
人
を
出
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
被
災
地
の
将

来
図
を
か
な
り
的
確
に
示
唆
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
仙
台
一
極
集
中
が
さ
ら
に
加
速
す
る

一
方
、
沿
岸
部
は
か
な
り
の
確
率
で
人
口
減

少
が
進
み
ま
す
。　

奥
尻
島
の
経
験

　

一
九
九
三
年
に
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
大

津
波
に
襲
わ
れ
た
奥
尻
島
で
、
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
調
査
に

訪
れ
た
の
で
す
が
、
ま
ち
は
完
全
に
復
興
し

て
い
ま
し
た
。
町
役
場
は
五
年
で
完
全
復
興

し
た
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
細
か
な
資
料
も

出
し
て
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
国
と
北

海
道
が
乗
り
込
ん
で
き
て
、
瞬
く
間
に
復
興

計
画
を
進
め
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

で
は
、
町
役
場
は
何
を
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
津
波
で
仕
事
を
失
っ
た
漁
業
関
係
者
に

は
高
齢
者
が
多
く
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
仕

事
か
ら
離
れ
る
と
即
、
引
退
に
追
い
込
ま
れ

ま
す
。
国
交
省
の
護
岸
工
事
を
待
っ
て
い
る

訳
に
も
い
か
な
い
の
で
、
二
カ
月
く
ら
い
で
、

番
屋
と
よ
ば
れ
る
作
業
小
屋
を
海
岸
に
建
て
、

仕
事
を
失
っ
た
漁
業
関
係
者
に
、
網
の
補
修

な
ど
の
共
同
作
業
に
従
事
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
漁

業
関
係
者
の
引
退
を
な
ん
と
か
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

奥
尻
島
で
は
共
同
体
の
方
が
同
じ
と
こ
ろ

で
作
業
し
た
た
め
、
孤
立
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震

災
で
は
、
仮
設
住
宅
を
み
て
も
、
い
ろ
い
ろ

な
選
定
基
準
を
設
け
た
結
果
、
集
落
ご
と
に

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
結
果
、
地
域
の
共
同
体
は
ず
た
ず
た
に
な

り
、
孤
立
す
る
高
齢
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
方
、
奥
尻
島
で
は
、
一
部
の
漁
業
関

係
者
を
除
き
、
短
期
間
に
集
落
ご
と
高
台
に

移
転
し
、
村
落
共
同
体
を
維
持
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
こ
ま
で
は
復
旧
が
順
調
に
進
み

ま
し
た
。

復
興
計
画
の
欠
如
に
よ
る
長
期

的
衰
退

　

と
こ
ろ
が
、
一
○
年
、
一
五
年
が
過
ぎ
、

奥
尻
島
で
は
人
口
が
三
割
減
少
し
、
漁
業
関

係
者
は
半
減
し
ま
し
た
。
町
役
場
が
反
省
し

て
い
る
の
は
、
復
旧
政
策
は
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
復
興
政
策
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
で

は
、
何
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
島
の
外
周

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
私
が
泊
ま
っ
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
、

近
く
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
来
て
い
る
の
に
、

客
が
使
え
る
よ
う
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
な
ら
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

に
接
続
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
試
し

て
み
ま
し
た
が
、
や
は
り
接
続
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
観
光
業
や
漁
業
な
ど
の
基

幹
産
業
は
復
旧
は
し
た
も
の
の
、
復
興
し
て

い
な
い
の
で
す
。
復
興
と
い
う
政
策
概
念
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
と
く
に
漁

業
関
係
者
は
不
幸
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
漁
業
協
同
組
合
は
ひ
と
つ
の
組
合
と

し
て
維
持
で
き
な
く
な
り
、
函
館
な
ど
の
八

漁
協
と
合
併
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
奥
尻

島
で
獲
れ
た
魚
介
類
を
わ
ざ
わ
ざ
函
館
に

持
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
の

研究報告

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け
る
産
業
・
雇
用
政
策

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
特
任
研
究
員　

伊
藤
　
実
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ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
者
が
ア
ワ
ビ
な
ど

の
海
産
物
加
工
場
を
立
ち
上
げ
て
も
、
海
産

物
を
地
元
で
買
う
こ
と
が
で
き
ず
、
北
海
道

ま
で
買
い
付
け
に
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
役
場
も
手
を
焼
い
た
の
が
、
漁
協

の
閉
鎖
性
の
問
題
で
す
。
今
で
も
年
に
三
、

四
件
は
、
一
家
そ
ろ
っ
て
奥
尻
島
に
移
住
し
、

漁
師
に
な
り
た
い
と
い
う
人
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。
役
場
は
漁
協
に
取
り
次
ぐ
の
で
す
が
、

新
参
者
や
外
部
者
は
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

閉
鎖
性
を
守
り
続
け
た
結
果
、
漁
業
関
係
者

は
半
減
し
ま
し
た
。

人
口
減
を
前
提
に
復
興
計
画
を

策
定

　

復
旧
か
ら
復
興
に
舵
を
切
る
と
き
、
や
っ

て
は
い
け
な
い
の
は
拡
大
再
復
興
で
す
。
人

口
が
縮
小
す
る
の
を
前
提
に
、
ま
ち
づ
く
り

や
産
業
構
造
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
の
が
、
奥
尻
島
か
ら
の
経
験
で
す
。
過

剰
な
設
備
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
と
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
膨
大
な
維
持
費
が
か
か
り
、
大
き

な
財
政
負
担
が
の
し
掛
か
っ
て
き
ま
す
。
復

興
に
は
一
時
的
に
、
お
金
が
つ
き
ま
す
。
ど

さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ハ
コ
モ
ノ

を
つ
く
っ
て
し
ま
う
と
、
バ
ブ
ル
経
済
の
後

遺
症
と
同
じ
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

政
治
の
混
乱
で
、
復
旧
・
復
興
政
策
が
大

幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
懸
念
し

て
い
る
の
は
、
沿
岸
部
の
漁
業
や
水
産
加
工

業
の
復
旧
が
進
ま
な
い
こ
と
で
す
。
政
府
系

の
お
金
の
流
れ
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
製
造
業
に
回
っ
て
い
ま

す
。
漁
業
関
係
の
と
こ
ろ
に
は
、
ほ
と
ん
ど

融
資
し
て
い
ま
せ
ん
。
漁
師
さ
ん
は
、
零
細

で
ひ
と
り
親
方
も
多
く
、
複
雑
な
復
興
支
援

の
書
類
を
書
く
能
力
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
こ
ん
な
面
倒
く
さ
い
こ
と
は
で

き
な
い
よ
」
と
い
う
の
が
漁
師
た
ち
の
本
音

で
す
。
港
が
地
盤
沈
下
で
水
浸
し
に
な
っ
て

し
ま
い
、
水
産
加
工
業
の
復
旧
も
遅
遅
と
し

て
進
み
ま
せ
ん
。
福
島
県
の
中
小
企
業
連
合

会
の
調
査
に
よ
る
と
、
い
ち
早
く
実
施
し
た

県
の
融
資
が
被
災
後
の
開
業
率
を
高
め
た
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
し
た
。
復
旧
は
時

間
と
の
勝
負
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漁

業
は
復
旧
の
流
れ
か
ら
完
全
に
取
り
残
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

求
人
・
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

問
題

　

被
災
地
に
特
徴
的
な
の
は
、
建
設
や
サ
ー

ビ
ス
業
か
ら
の
求
人
が
多
く
出
て
き
て
い
る

こ
と
で
す
。
た
だ
、
問
題
は
仕
事
の
中
身
で

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
デ
ー
タ
を
調
べ
て
み

る
と
、
パ
チ
ン
コ
屋
の
求
人
が
目
立
ち
ま
す
。

先
日
も
石
巻
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
夕
方
か

ら
夜
に
な
り
、
光
り
輝
い
て
い
る
の
は
パ
チ

ン
コ
屋
と
居
酒
屋
で
、
あ
と
は
暗
闇
で
す
。

　

ま
た
、
建
設
業
か
ら
の
求
人
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
漁
業
や
水
産
加
工
業
か
ら
の
失

業
・
求
職
者
は
、
な
か
な
か
再
就
職
し
よ
う

と
し
ま
せ
ん
。
元
の
仕
事
へ
の
復
帰
を
最
優

先
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
政
策
的
な
も
の
も
絡
み
、
一
概

に
悪
い
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
原
発
避

難
者
が
制
度
的
に
働
か
な
い
、
働
け
な
い
問

題
が
あ
り
ま
す
。
原
発
避
難
者
に
は
ひ
と
り

月
一
○
万
円
く
ら
い
の
手
当
が
出
ま
す
が
、

働
い
て
収
入
を
得
る
と
削
ら
れ
ま
す
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
仕
事
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、

働
く
と
手
当
が
減
る
の
で
、
仕
事
に
就
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
制
度
的
な
問
題
で
あ
り
、
被

災
さ
れ
た
方
が
怠
け
者
で
働
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
と
損
す
る
制

度
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
制
度

上
の
問
題
も
あ
り
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
な
か
な

か
解
消
し
ま
せ
ん
。

需
要
を
考
慮
し
た
職
業
訓
練
が

不
足

　

公
共
訓
練
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
進

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
被
災
者
が
多
い
の
で
、

全
員
が
職
業
訓
練
を
受
け
る
の
は
難
し
い
状

況
で
す
。
被
災
地
に
足
を
運
ぶ
と
わ
か
り
ま

す
が
、
現
地
の
交
通
機
関
は
ず
た
ず
た
に

な
っ
て
い
ま
す
。
沿
岸
部
か
ら
仙
台
に
行
く

の
は
、
地
図
で
見
る
以
上
に
大
変
で
す
。
車

で
行
こ
う
と
す
る
と
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

ま
す
。
一
般
道
に
は
、
瓦
れ
き
運
搬
の
ダ
ン

プ
が
走
り
回
り
、
高
速
道
路
は
無
料
化
さ
れ

て
い
る
た
め
、
車
が
殺
到
し
て
、
身
動
き
が

と
れ
ま
せ
ん
。
簡
単
に
は
行
け
な
い
こ
と
が

デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
業
訓

練
を
受
け
た
く
て
も
、
受
け
ら
れ
な
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。
出
先
に
簡
易
の
職

業
訓
練
施
設
を
つ
く
っ
て
実
施
す
る
な
ど
、

小
さ
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

失
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持

　

被
災
地
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
仕
事
を
失
い
失
業
状
態
が
長
引
く
と
、

三
の
倍
数
ご
と
に
や
る
気
を
失
っ
て
い
き
ま

す
。
失
業
し
て
三
カ
月
ぐ
ら
い
は
何
と
か
や

る
気
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
三
カ
月
過
ぎ

る
と
だ
ん
だ
ん
衰
え
る
人
が
出
は
じ
め
、
六

カ
月
過
ぎ
る
と
そ
う
し
た
人
が
か
な
り
増
え

て
き
ま
す
。
九
カ
月
過
ぎ
る
と
、
被
災
地
以

外
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
給
付
切
れ
が

迫
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
就
職
す
る
人
が
増
え

て
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
超
え
る
と
長
期
失
業

者
に
な
り
ま
す
。
長
期
失
業
者
に
な
る
と
、

健
康
状
態
も
落
ち
て
き
て
、
働
く
意
欲
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

被
災
か
ら
一
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
長
期

失
業
者
の
領
域
に
入
っ
て
き
ま
す
。
い
っ
と

き
も
早
く
仕
事
に
復
帰
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
特
に
沿
岸
部
で
は
、
早
急
に
護
岸
工
事

を
進
め
、
漁
業
を
復
活
さ
せ
な
い
と
、
ど
ん

ど
ん
失
業
者
が
増
え
て
し
ま
い
、
最
悪
の
場

合
、
生
活
保
護
に
回
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

過
度
な
製
造
業
重
視
政
策
か
ら

の
脱
却

　

産
業
政
策
的
に
言
え
ば
、
や
は
り
産
業
が

先
に
立
ち
上
が
ら
な
い
と
雇
用
政
策
は
機
能

し
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
ひ
と
つ
、
ネ
ッ
ク
が

あ
り
ま
す
。
政
府
関
係
の
補
助
金
は
、
設
備

投
資
に
お
金
を
使
わ
な
い
と
助
成
金
は
出
ま

せ
ん
。
現
在
の
枠
組
み
で
は
、
ハ
ー
ド
の
製

造
業
は
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
の
産
業
は
ほ
と
ん
ど

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
区
構
想
を
は
じ
め
、
助
成
金
の

流
れ
を
み
る
と
、
い
ま
だ
に
製
造
業
中
心
の

ス
キ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
客
観
的
に
み

る
と
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
は
縮
小
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
量
産
型
の
エ
レ
ク
ト



特集―震災後１年を経てみえてきた課題

Business Labor Trend 2012.6

9

ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
誘
致
に
は
リ
ス
ク
を
伴
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
自
治
体
で
は
、
相
変
わ
ら

ず
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
を
誘
致
し

よ
う
と
真
顔
で
考
え
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。

　

東
北
地
方
の
自
治
体
を
し
ら
べ
る
と
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
よ
り
も
、
食
料
品
加

工
業
の
ほ
う
が
、
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
将

来
性
が
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
中
小
も

含
め
て
食
品
加
工
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

て
付
加
価
値
を
高
め
る
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
実
際
に
雇
用
を
増
や
し
て
い
る

の
は
、
介
護
、
商
業
、
Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
の
第

三
次
産
業
で
す
。
こ
う
し
た
実
態
を
考
慮
し

た
産
業
政
策
が
必
要
で
す
。　

期
待
さ
れ
る
市
民
フ
ァ
ン
ド
の

役
割

　

全
体
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
小
さ
い
の
で
す

が
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
支
援
も
注
目
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
か
ら
集
め
た
お
金

を
、
選
定
し
た
事
業
者
に
融
資
す
る
も
の
で

す
。
横
文
字
の
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
会
社
が
、

被
災
企
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

が
、
三
○
歳
代
が
代
表
を
務
め
る
Ｉ
Ｔ
系
の

企
業
で
す
。
市
民
フ
ァ
ン
ド
の
お
か
げ
で
、

国
や
県
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
地

元
企
業
が
再
開
に
こ
ぎ
着
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ま
っ
た
く
新
し
い
動
き
で
、
被
災

地
に
お
け
る
新
し
い
芽
で
す
。
こ
う
い
う
芽

を
大
事
に
育
て
て
い
く
と
同
時
に
、
国
の
予

算
が
お
り
た
ら
、
ゼ
ネ
コ
ン
Ｏ
Ｂ
を
使
う
な

ど
、
人
材
不
足
を
解
消
し
て
い
け
ば
、
復
旧

が
加
速
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
計
画
の

見
直
し

　

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
。
市
町
村
に
行
き
ま

す
と
、
あ
ち
こ
ち
で
立
派
な
再
生
計
画
が
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
く
見
る
と

非
常
に
似
て
い
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
ー
を
つ
く
る
、
あ
る
い
は
植
物
工
場
を

つ
く
る
計
画
な
ど
で
す
。
ほ
と
ん
ど
コ
ン
サ

ル
会
社
が
作
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。
東
北
地

方
の
あ
ち
こ
ち
で
、
似
た
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
の
復
興
計
画
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
震
源

地
は
東
京
の
コ
ン
サ
ル
会
社
で
す
。
こ
の
ま

ま
行
く
と
、
ず
さ
ん
な
復
興
計
画
に
お
金
が

つ
ぎ
こ
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

復
興
交
付
金
で
は
、
宮
城
県
知
事
が
復
興

庁
を
査
定
庁
と
言
っ
て
怒
っ
て
い
ま
し
た
が
、

国
と
地
方
は
協
業
が
必
要
で
す
。
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
合
理
的
な
復
興
計
画
を
立

て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
被

害
は
甚
大
で
、
現
場
は
非
常
に
混
乱
し
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

【提言】
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【論文】
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日本企業の留学生などの外国人採用への一考察 守屋　貴司
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一
年
後
の
被
災
地
で
何
が
起

こ
っ
て
い
る
か

　

私
か
ら
は
、
今
後
の
政
策
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
の
問
題
提
起
と
し
て
、「
被
災
地
に

お
け
る
水
産
加
工
業
を
中
心
と
し
た
雇
用
創

造
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
一
年
後
の
被

災
地
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
お
話
し
ま

す
。
現
在
、
沿
岸
部
の
被
災
地
で
は
土
地
利

用
計
画
策
定
の
遅
れ
が
復
興
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
台
移
転
か
現
在
地
で
の
再
建

か
で
議
論
が
割
れ
て
お
り
、
な
か
な
か
意
見

が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

　

本
来
、
こ
う
し
た
計
画
は
震
災
発
生
後
、

す
ぐ
に
策
定
す
べ
き
で
し
た
。
そ
の
時
点
で

あ
れ
ば
、
住
民
は
津
波
に
対
す
る
恐
怖
心
が

強
く
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
高
台
移
転
す
る

方
向
で
話
を
ま
と
め
や
す
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
一
年
も
経
て
ば
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
働

き
、
ま
と
ま
る
も
の
も
ま
と
ま
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
点
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
は
、

発
生
後
一
カ
月
で
土
地
利
用
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
の
住
民
か
ら
は

「
自
分
た
ち
の
声
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」

と
い
っ
た
批
判
も
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
津
波
で
被
災
し
た
企
業
の
再

建
ス
ピ
ー
ド
を
決
め
る
要
因
は
何
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
地
震
に
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
被
災
し
た
企
業
で
は
三
カ
月
か

ら
六
カ
月
で
復
旧
し
ま
し
た
。
長
期
化
し
た

の
は
津
波
被
災
で
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
仙
台
工

場
や
三
菱
製
紙
の
八
戸
工
場
な
ど
基
幹
工
場

が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
工
場
を
復
旧
さ
せ

た
要
因
と
し
て
大
き
か
っ
た
の
は
、
資
金
力

や
市
場
動
向
に
加
え
て
、
企
業
の
威
信
と
い

う
点
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

再
建
に
対
す
る
三
つ
の
態
度

　

一
方
、
今
日
の
テ
ー
マ
の
中
心
で
あ
る
水

産
加
工
業
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
再

建
に
対
す
る
態
度
で
大
き
く
三
つ
の
層
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
一
の
層
は
積
極
的
に
再
建
し
よ
う
と
し

て
い
る
「
積
極
再
建
層
」
で
す
。
第
二
の
層

は
本
音
で
は
事
業
撤
退
を
考
え
て
い
る
「
本

音
引
退
層
」。
そ
し
て
第
三
の
層
は
政
府
の

支
援
策
の
内
容
次
第
で
は
再
建
し
よ
う
と
い

う
「
様
子
見
層
」
で
す
。

　

私
の
主
観
で
す
が
、
被
災
後
一
カ
月
目
く

ら
い
の
各
層
の
割
合
は
、
積
極
再
建
層
が
一

割
、
本
音
引
退
層
は
約
三
割
、
様
子
見
層
は

六
割
と
い
う
構
成
で
し
た
。

　

被
災
後
、
一
年
が
経
過
し
た
現
在
で
は
、

積
極
再
建
層
の
割
合
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

本
音
引
退
層
は
五
割
に
増
え
、
様
子
見
層
は

三
割
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
産
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
被
災
し
た
水

産
加
工
業
の
約
五
割
が
復
興
し
た
と
の
結
果

が
で
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
軽
微
な
被
災
で

済
ん
だ
と
こ
ろ
も
分
母
に
含
め
て
い
る
か
ら

で
す
。
津
波
で
事
業
所
が
ほ
と
ん
ど
流
さ
れ

た
企
業
の
み
を
分
母
に
と
れ
ば
、
私
が
お
示

し
し
た
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
積
極
再
建
層
で
も
資
金
力
に

よ
っ
て
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
資
金
力
が
あ
る
経
営
者
は
内
陸

部
に
工
場
を
新
設
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
そ
こ

の
資
金
力
が
あ
り
、
確
実
な
販
路
を
持
っ
て

い
る
経
営
者
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。
再
建
に
対
す
る
意
欲
は
旺
盛
で
も
、
資

金
力
に
難
が
あ
る
経
営
者
は
ネ
ッ
ト
活
用
の

復
興
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

積
極
再
建
層
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

原
料
に
冷
凍
原
料
、
あ
る
い
は
輸
入
原
料
を

使
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
逆
に
地
場
で
採
れ

た
原
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
企
業
は
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
音
引
退
層
は
、
ひ
た
す
ら
沈
黙

を
守
っ
て
お
り
、
様
子
見
層
と
の
境
界
が
曖

昧
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
初
も
っ
と
も

多
か
っ
た
様
子
見
層
で
す
が
、
当
初
、
政
府

の
第
三
次
補
正
予
算
に
期
待
し
て
い
た
も
の

の
、
そ
の
中
身
を
見
て
失
望
し
て
し
ま
っ
た

も
の
が
多
い
。
こ
の
層
の
か
な
り
の
部
分
は

す
で
に
廃
業
へ
と
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　

で
は
、
漁
業
者
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
彼
ら
の
場
合
、
船
を
失
っ
た
人
と
そ
う

で
な
い
人
の
間
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。

船
さ
え
残
っ
て
い
れ
ば
何
ら
か
の
か
た
ち
で

漁
業
を
続
け
ら
れ
る
が
、
被
災
し
た
漁
業
者

の
中
で
船
を
失
わ
な
か
っ
た
人
は
圧
倒
的
に

少
な
い
。

　

運
良
く
船
が
見
つ
か
っ
て
も
修
理
が
必
要

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
一
カ

月
も
あ
れ
ば
修
理
で
き
る
の
に
ド
ッ
ク
の
空

き
が
な
か
っ
た
り
、
修
理
代
が
高
騰
し
て
い

た
り
と
い
う
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

廃
船
処
分
に
し
よ
う
に
も
そ
の
費
用
を
保
険

金
で
ま
か
な
う
こ
と
も
で
き
な
い
有
様
で
す
。

　

そ
れ
以
外
に
漁
具
が
流
さ
れ
た
り
、
養
殖

研究報告

被
災
地
域
の
復
興
と
新
し
い
雇
用
構
造

～
水
産
加
工
業
を
中
心
と
し
た
雇
用
創
造
　
　

青
森
公
立
大
学
経
営
経
済
学
部
教
授　

山
本
　
恭
逸
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施
設
が
破
壊
さ
れ
た
漁
業
者
も
い
ま
す
。
さ

ら
に
頼
る
べ
き
漁
協
そ
の
も
の
も
弱
体
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
も
踏
ま
え
て
考
え

る
と
漁
業
の
復
興
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
三
次

補
正
予
算
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
各
種
の
支
援
策

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま

で
活
か
せ
る
か
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

雇
用
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い

産
業
政
策

　

雇
用
政
策
を
産
業
政
策
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

被
災
者
の
失
業
保
険
給
付
の
期
間
が
特
例

と
い
う
か
た
ち
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
成
長
産
業
へ
の
労
働
力
移
動
が

阻
害
さ
れ
る
と
批
判
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

被
災
者
が
心
の
整
理
を
す
る
時
間
を
設
け
る

と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
こ
の
判
断
は
適
切

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
財
源
論
か
ら
始
ま
っ
た
産
業

支
援
は
町
村
部
の
人
口
流
出
と
い
う
か
た
ち

で
い
ま
も
っ
と
も
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
私
は
三
つ
の
ス
テ
ッ

プ
で
遅
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

つ
目
は
、
被
災
地
の
金
融
機
関
に
対
す
る
資

本
注
入
の
遅
れ
で
す
。
な
に
し
ろ
支
店
そ
の

も
の
が
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
地
域
の

金
融
機
関
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

た
め
、
再
建
を
希
望
す
る
企
業
に
対
す
る
融

資
が
進
ま
な
い
。
こ
う
し
た
お
金
の
流
れ
の

阻
害
が
再
建
を
遅
れ
さ
せ
た
第

一
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
つ
目
は
、
被
災
地
域
の
中

小
企
業
が
施
設
・
設
備
を
復
旧

す
る
場
合
に
国
と
県
が
費
用
の

四
分
の
三
を
補
助
す
る
事
業
の

開
始
が
遅
れ
た
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
の
遅
れ
は
再
生
支
援

機
構
に
よ
る
二
重
ロ
ー
ン
の
買

い
取
り
で
す
。
こ
れ
が
実
質
的

に
始
ま
っ
た
の
は
三
月
五
日
に

な
っ
て
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
た
三
つ
の
遅
れ
が
雇

用
開
発
の
障
害
に
も
な
っ
て
き

た
の
で
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

確
か
に
一
部
の
地
域
で
は
特

需
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
被
災
し
な
か
っ
た
水
産

加
工
業
は
こ
の
機
会
に
市
場
攻

勢
を
か
け
よ
う
と
フ
ル
操
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

仙
台
の
老
舗
百
貨
店
で
は
ブ
ラ
ン
ド
品
の
売

り
上
げ
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
特
需
が
雇
用
に
は

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
産
加
工
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
特
性

と
は

　

こ
こ
か
ら
は
、
水
産
加
工
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
け
る
特
性
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
水
産
加
工
業
に
は
二
つ
の
成
立
要

件
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
原
料
価
格
が
安

い
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
原
料
が
安
定
的
に

供
給
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の
要
件

を
も
っ
と
も
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
の
が
、
輸

入
原
料
で
す
。
逆
に
国
産
原
料
、
沿
岸
漁
業

に
よ
る
原
料
供
給
に
こ
だ
わ
る
と
経
営
が
厳

し
く
な
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
数
で
み
る
と
、
平
均
二
○
人
前
後

の
零
細
企
業
が
多
い
。
こ
う
し
た
企
業
は
付

加
価
値
が
低
く
、
利
益
率
も
低
く
な
ら
ざ
る

を
得
ず
、
過
当
競
争
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
力
を
中
国
か
ら
の
技
能

研
修
生
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票
を
み
る
と
、
仙

台
か
ら
近
い
位
置
に
あ
る
塩
釜
市
で
は
高
卒

者
の
初
任
給
は
約
一
四
万
円
。
岩
手
県
で
は
、

一
二
万
円
台
で
す
。
こ
の
よ
う
な
賃
金
水
準

で
は
、
水
産
加
工
業
で
雇
用
を
創
出
す
る
の

は
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

沿
岸
部
で
も
都
市
化
さ
れ
た
地
域
と
漁
村

地
域
で
は
状
況
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
一
般
論
で
す
が
、
都
市
化
さ
れ
た

地
域
で
は
パ
ー
ト
の
就
業
場
所
と
し
て
、
水

産
加
工
業
は
必
ず
し
も
魅
力
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
事
務
職
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
ほ
う
が
魅
力
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
漁
村
地
域
で
は
、
高
齢
の
女
性
で

も
技
能
に
習
熟
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
年
齢
に

関
係
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雇
用
機

会
の
点
か
ら
は
漁
村
地
域
の
水
産
加
工
業
の

意
義
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
地
域
の
水
産
加
工
業
が
疲

弊
し
た
の
か

　

と
こ
ろ
で
、
地
域
の
水
産
加
工
業
が
疲
弊

し
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

要
因
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
味
盲
の
消
費

者
が
増
え
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
消
費
者
の

間
で
価
格
志
向
が
進
展
し
た
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
に
よ
っ
て
、
差
別
化
さ
れ
た
市
場
ま

で
も
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、

品
質
の
高
い
品
を
出
せ
ば
そ
の
品
質
は
あ
る

程
度
は
評
価
さ
れ
た
生
協
も
、
今
は
民
間
流

通
産
業
と
の
競
争
が
あ
る
た
め
、
価
格
に
反

映
さ
せ
差
別
化
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、「
そ
も
そ
も
公
正
な
競
争
と
は
何
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
従
来
か
ら
過
当
競
争
に

あ
っ
た
な
か
で
、
あ
る
企
業
は
被
災
し
、
別

の
企
業
は
被
災
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
が
共

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
に
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば

公
正
な
競
争
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
復
興
支
援
の
大
義
の

下
、
競
争
力
の
低
い
産
業
を
行
政
主
導
で
温

存
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
点
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

地
域
間
の
労
働
移
動
は
果
た
し
て
悪
な
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
被
災
地
の
失
業
者
が
仙

台
ま
で
行
け
ば
、
あ
る
い
は
大
都
市
圏
に
い

け
ば
な
ん
と
か
な
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
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ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
推
進
す

れ
ば
、
沿
岸
部
の
漁
村
は
確
実
に
限
界
集
落

化
が
進
行
し
ま
す
。
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
、
正
規
の
仕
事

が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
じ
ゃ
あ
、
非

正
規
で
働
き
な
さ
い
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
。

私
は
、
本
来
、
こ
う
し
た
問
い
か
け
に
答
え

る
こ
と
な
し
に
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

カ
ギ
握
る「
新
た
な
販
路
開
拓
」

　

私
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
地
域

の
労
働
市
場
の
構
造
に
配
慮
し
て
、
一
見
矛

盾
す
る
二
つ
の
政
策
ス
タ
ン
ス
で
対
応
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は

都
市
化
し
た
沿
岸
地
域
の
水
産
加
工
業
は
マ

イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
が
提
唱
す
る
よ
う
な
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
め
ざ
す
べ
き
と
い

う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競

争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
機
能
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
と
な
る

の
が
、
三
陸
名
産
の
干
し
ア
ワ
ビ
や
気
仙
沼

産
の
フ
カ
ヒ
レ
で
す
。
た
と
え
ば
、
干
し
ア

ワ
ビ
で
は
、
三
陸
産
の
も
の
が
海
外
で
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
と
く
に
大
船
渡
市

吉
浜
産
の
ア
ワ
ビ
は
「
吉
品
」
と
呼
ば
れ
、

世
界
最
高
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
競
争
力

の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
の
は
産
地
に
お
け
る

加
工
調
整
技
術
と
風
土
で
す
。

　

他
方
、
漁
村
地
域
の
水
産
加
工
業
が
め
ざ

す
べ
き
は
、
冷
凍
原
料
や
輸
入
原
料
を
使
わ

ず
、
地
元
産
の
原
料
を
使
っ
て
新
し
い
市
場
、

販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
で
す
。
塩
だ
け
で
調

整
し
た
干
物
や
生
の
原
料
を
使
っ
た
缶
詰
は

や
は
り
味
が
違
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
こ
う
し
た
生
産
品
を
ロ
ー
カ

ル
市
場
に
提
供
し
て
き
た
た
め
、
せ
っ
か
く

の
品
質
が
価
格
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
大
都
市
圏
の
富
裕
層
な
ど
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
新
し
い
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
行
政
が
果
た
し
て

い
く
役
割
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

内
陸
部
の
雇
用
開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。
宮
城
県
で
は
復
興
特

区
に
お
い
て
、
自
動
車
関
連
企
業
の
集
積
を

念
頭
に
お
い
て
お
り
、
新
規
雇
用
開
発
の
点

か
ら
も
期
待
が
持
て
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
沿
岸
部
の
雇
用
開
発
は

非
常
に
厳
し
い
と
み
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

の
ひ
と
つ
は
土
地
の
制
約
で
す
。
も
う
一
つ

は
せ
っ
か
く
企
業
を
誘
致
し
て
も
労
働
力
が

不
足
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
少
々
の
特
例
を
設
け
た
く
ら
い

で
は
、
雇
用
開
発
を
実
現
で
き
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
沖
縄
県
で
は
、
法
人
税
の
実
効
税

率
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
並
み
に
下
げ
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
大
胆
な

政
策
を
行
わ
な
い
と
企
業
の
誘
致
は
難
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三陸の名産品は海外で高い評価を得ている
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震
災
後
の
岩
手
県
の
雇
用
情
勢

　

私
か
ら
は
、
岩
手
県
に
お
け
る
雇
用
対
策

の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
若

干
個
人
的
な
見
解
も
含
め
て
お
話
し
ま
す
。

　

震
災
後
の
岩
手
県
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

復
興
需
要
あ
る
い
は
生
産
の
回
復
に
よ
り
、

数
字
的
に
は
か
な
り
改
善
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
先
ほ
ど
の
先
生
方
か
ら

の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
安
定
的
な
雇

用
創
出
が
カ
ギ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
沿
岸
部

で
は
現
在
、
瓦
礫
も
か
な
り
片
づ
き
ま
し
た

が
、
復
興
と
い
う
の
に
は
少
し
遠
い
印
象
を

受
け
ま
す
。

　

有
効
求
人
倍
率
は
、
か
な
り
改
善
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
岩
手
県
は
ず
っ
と
全
国
よ

り
も
下
で
し
た
け
れ
ど
も
、
二
四
年
一
月
は

○
・
七
五
倍
と
、
一
一
年
ぶ
り
に
、
全
国
平

均
（
○
・
七
三
倍
）
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
失
業
者
の
数
は
ピ
ー
ク
時
、

約
一
万
三
○
○
○
人
が
失
業
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
計
し
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
震

災
後
の
有
効
求
職
者
数
は
、
二
三
年
五
月
が

も
っ
と
も
求
職
者
の
多
い
時
期
で
四
万
六
○

○
○
人
程
い
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
前
の
平
常
時
と
比
べ
る
と
、
約
一
万
三
○

○
○
人
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
が

一
二
月
時
点
で
は
約
六
○
○
○
人
ま
で
減
り
、

二
四
年
一
月
は
約
五
○
○
○
人
ま
で
改
善
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
と
五
○
○
○
人
の

求
職
者
を
減
ら
し
て
い
く
と
、
ほ
ぼ
正
常
値

で
あ
る
ピ
ン
ク
の
ラ
イ
ン
に
戻
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
本
県
で
は
現
在
、
こ
の
五

○
○
○
人
の
方
の
就
職
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
数
を
地
域
別
に
み
る
と
、
沿
岸
部
の

大
船
渡
、
宮
古
、
釜
石
、
そ
れ
ぞ
れ
一
四
○

○
人
、
八
○
○
人
、
一
○
○
○
人
と
な
り
ま

す
（
図
表
２
）。
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿
岸

部
で
は
、
約
三
○
○
○
人
の
雇
用
を
生
み
出

事例報告

岩
手
県
の
復
興
に
向
け
た
雇
用
対
策
の
取
り
組
み

―
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
―
　
　

岩
手
県
前
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
対
策
・
労
働
室
特
命
参
事
兼
雇
用
対
策
課
長　

津
軽
石
　
昭
彦
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す
こ
と
で
、
雇
用
が
平
常
時
に
戻
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

求
職
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

今
年
の
一
月
、
沿
岸
部
の
四
カ
所
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
者
の
半
分
以
上
が

女
性
で
、
年
齢
的
に
は
三
五
歳
以
上
の
中
高

年
者
が
七
割
を
占
め
ま
し
た
。
回
答
者
の
九

割
近
く
の
方
が
今
の
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
と

答
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
高
年
の
方
で
、

い
ろ
い
ろ
な
家
族
の
事
情
を
抱
え
、
で
き
れ

ば
地
元
に
残
り
、
こ
の
ま
ま
同
じ
場
所
で
働

き
た
い
と
い
う
方
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

次
は
、
希
望
す
る
業
種
の
状
況
で
す
（
図

表
３
）。
青
線
が
男
性
、
赤
線
が
女
性
、
緑

の
線
が
全
体
で
す
。
全
体
を
通
し
て
、
製
造

業
に
対
す
る
希
望
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
製
造
業
で
は
、
食
品
加
工
業

が
産
業
的
に
大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沿
岸
部
の
水
産
加

工
業
の
再
建
を
加
速
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

希
望
す
る
雇
用
形
態
は
、
全
体
で
は
正
社

員
で
働
き
た
い
と
い
う
方
が
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。
男
性
で
は
七
割

近
く
が
正
社
員
希
望
で
す
。
一
方
、
女
性
は
、

半
分
以
上
が
パ
ー
ト
で
働
く
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
女
性
に
関
し
て
は
、
パ
ー
ト
志

向
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、
全
体
で
み
る
と
、

や
は
り
長
期
安
定
的
な
正
社
員
を
創
出
し
て

い
く
こ
と
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
要
因

　

ミ
ス
マ
ッ
チ
と
一
言
で
い
い
ま
す
が
、
今

回
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
不
況
に
よ
る
失
業
、
例
え
ば
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
製
造
業
、
輸
出
産

業
に
従
事
す
る
方
の
失
業
が
圧
倒
的
に
多
く
、

年
齢
的
に
も
大
体
三
○
代
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
、
広
い
エ
リ
ア

で
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
方

が
失
業
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ミ
ス
マ
ッ

チ
も
非
常
に
多
様
化
し
て
い
る
と
い
う
の
が

大
き
い
違
い
で
す
。

　

就
職
し
な
い
理
由
は
、「
希
望
に
合
う
求
人

が
な
い
か
ら
」が
半
分
以
上
を
占
め
ま
す（
図

表
５
）。
そ
れ
か
ら
去
年
一
一
月
の
第
一
回

調
査
で
一
割
近
く
あ
っ
た
「
前
の
会
社
の
再

開
を
待
っ
て
い
る
か
ら
」
は
、
か
な
り
減
っ

て
い
ま
す
。
若
干
で
す
が
、
事
業
所
の
復
興

が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
理
由
と
し
て
、
も
っ
と
も

多
い
の
が
職
務
内
容
、
つ
ま
り
仕
事
の
内
容

で
す
。
男
女
別
に
み
て
い
き
ま
す
と
、
男
性

の
場
合
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
職
務
内
容
で
、

二
番
目
に
多
い
の
は
給
与
額
、
三
番
目
は
雇

用
形
態
で
す
。
男
性
は
、
給
料
が
高
く
、
正

社
員
を
希
望
す
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
他
方
、

女
性
の
方
は
少
し
違
い
ま
す
。
も
っ
と
も
多

い
の
は
職
務
内
容
で
す
が
、
そ
の
次
が
通
勤

時
間
、
勤
務
時
間
と
続
き
ま
す
。
ご
家
庭
を

抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
性
と
は
若
干
違

う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
は
、
ひ
と
つ
は
大

き
く
雇
用
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
ふ

た
つ
め
に
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
確
率
を
高
め

る
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
こ
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と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
就
職
面
接
会
や

実
習
を
伴
っ
た
職
業
訓
練
を
数
多
く
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
が
今
後
、
大
き
く
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
の
状
況

　

で
は
、
実
際
の
就
職
活
動
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
の
就
職
活
動
は
、

あ
る
意
味
、
非
常
に
低
調
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
図
表
６
は
、
震
災
後
の
就
職
に
向
け
た

面
接
の
回
数
で
す
。
面
接
回
数
ゼ
ロ
が
六
割

近
く
を
占
め
、
失
業
し
て
い
る
け
れ
ど
も
面

接
を
受
け
て
い
な
い
方
が
圧
倒
的
に
多
く
い

ま
す
。
背
景
と
し
て
、
雇
用
保
険
の
要
因
も

確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
個
々
に
お
話
を
聞
い

て
み
ま
す
と
、
そ
れ
以
外
の
要
因
も
浮
か
び

上
が
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
家
族
を
抱
え
て
十

分
に
養
え
る
よ
う
な
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
あ
る
い

は
、
家
族
に
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
い
て
、

な
か
な
か
働
き
に
出
か
け
ら
れ
な
い
。
あ
る

い
は
最
愛
の
家
族
を
失
い
、
メ
ン
タ
ル
面
で

の
立
ち
直
り
が
で
き
て
な
い
。
そ
う
い
う
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
ま
だ

仕
事
に
向
き
合
え
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
雇
用
保
険
も
だ

ん
だ
ん
と
切
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
就
職

が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
中
高
年
の
方
へ
の
就

職
活
動
の
支
援
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
女
性
の
場
合
は
、
パ
ー
ト
希
望
者

が
多
く
、
春
先
か
ら
夏
に
か
け
て
水
産
加
工

場
が
少
し
ず
つ
復
旧
し
て
く
る
と
関
係
者
か

ら
聞
い
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
パ
ー
ト
志

向
の
女
性
の
方
は
、
企
業
が
復
活
し
て
く
る

と
、
だ
ん
だ
ん
と
吸
収
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

残
る
の
は
、
や
は
り
元
正
社
員
で
あ
っ
た
中

高
年
男
性
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
ら
を

こ
れ
か
ら
違
う
業
種
に
転
職
で
き
る
よ
う
に

す
る
、
あ
る
い
は
違
う
仕
事
、
違
う
会
社
で

も
働
け
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
い
う
フ
ォ

ロ
ー
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
四
年
度
の
取
り
組
み

　

今
回
の
震
災
で
、
岩
手
県
の
内
陸
部
は
比

較
的
被
害
が
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。
そ
の

意
味
で
は
、
ま
ず
内
陸
部
が
、
沿
岸
部
、
さ

ら
に
県
全
体
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
う
え
で
、
沿
岸
部
に
お
い
て
は

雇
用
保
険
切
れ
に
向
け
た
短
期
の
雇
用
、
ま

た
産
業
施
策
と
連
携
し
た
中
長
期
の
安
定
的

な
雇
用
の
双
方
を
創
出
し
て
い
き
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
、
中
高
年
の
方
に
対
す
る
き
め

細
か
い
就
業
支
援
も
並
行
し
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

雇
用
創
出
と
就
業
支
援
で
言
え
ば
、
二
四

年
度
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
を
利
用
し
、

正
社
員
化
に
よ
る
中
長
期
の
雇
用
と
雇
用
保

険
切
れ
に
備
え
た
短
期
雇
用
で
、
あ
わ
せ
て

約
一
万
七
八
○
○
人
の
雇
用
創
出
を
図
り
ま

す
。
沿
岸
部
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を

増
や
す
た
め
、
面
接
会
を
重
点
的
に
開
催
し
、

併
せ
て
、
人
材
育
成
・
就
職
支
援
に
つ
な
げ

る
求
職
者
や
企
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
市
町
村
で
進
め
て
い
る
も

の
と
し
て
、
被
災
の
少
な
か
っ
た
内
陸
部
の

北
上
市
が
、
沿
岸
部
の
大
船
渡
市
に
対
し
て
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
使
い
仮
設
住
宅
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
枠
組

み
を
使
い
、
被
災
地
の
方
を
雇
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
被
災
地
の

自
治
体
は
今
、
大
変
な
人
手
不
足
で
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
内
陸
の
市
役
所
が
沿
岸
部
の

市
役
所
を
支
援
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
被
災

者
の
方
を
雇
用
す
る
。
具
体
的
に
は
、
団
地
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内
の
集
会
所
を
運
営
し
た
り
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
つ
く
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
掲
示
板

を
つ
く
っ
た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
今
後
も
進
め
て
い

き
ま
す
。　

被
災
地
に
長
期
安
定
雇
用
を

　

そ
れ
か
ら
、
長
期
安
定
雇
用
で
申
し
上
げ

ま
す
と
、
国
の
第
三
次
補
正
に
よ
り
ま
し
て
、

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
経
済
産
業
省
と
農
林
水

産
省
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
お
い
て
、
補
助

を
受
け
た
民
間
企
業
等
が
新
た
に
人
を
雇
う

場
合
、
自
治
体
が
人
件
費
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。
仮
設
の
水
産
加
工
場
で
は
既

に
新
た
な
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
方
々
へ
の
雇
用
支
援
と
い
う
こ

と
で
、
従
業
員
一
人
あ
た
り
、
三
年
間
で
総

額
二
二
五
万
円
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

ハ
ー
ド
と
雇
用
政
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
実
施

す
る
の
が
、
こ
の
事
業
の
特
徴
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
就
業
支
援
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

内
閣
府
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
が

あ
り
ま
す
。
被
災
者
の
な
か
に
は
、
失
業
が

長
引
く
人
も
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
面
も
含
め

て
複
合
的
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
も
す
く

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
方
々
に
は
、

従
来
の
縦
割
り
を
越
え
た
寄
り
添
い
型
の
支

援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
二
四
年
度
か
ら
、

大
船
渡
、
釜
石
、
宮
古
、
久
慈
の
沿
岸
部
四

カ
所
に
支
援
拠
点
を
設
け
、
県
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
力
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

今
後
の
雇
用
政
策
の
課
題

　

今
後
の
自
治
体
の
雇
用
政
策
を
考
え
る
場

合
に
、
も
と
も
と
岩
手
県
、
東
北
地
方
全
体

に
あ
る
程
度
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

高
齢
化
・
少
子
化
が
非
常
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
回
の
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
人
口
の
流
出
あ
る
い
は
地
域
の
持

続
性
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
、
非
常

に
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
政
策

が
、
産
業
振
興
あ
る
い
は
社
会
保
障
、
地

域
づ
く
り
と
連
携
し
な
が
ら
多
面
的
な
機

能
を
果
た
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
今
後
、

重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
人
々
が

安
心
し
て
被
災
地
に
住
み
続
け
る
た
め
に

は
、
中
間
所
得
層
を
い
か
に
多
く
維
持
で

き
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　

被
災
地
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
も
し

か
し
た
ら
、
何
十
年
後
の
日
本
全
体
の
課

題
が
一
気
に
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
も
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
被
災

地
の
復
興
は
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
将
来

を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
持
つ
と

考
え
ま
す
。


